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尼崎港区
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道路（Ⅰ）

西宮港区

事業の概要

船舶の大型化に対応した国際物流ターミナルを整備し、背後企業の物流の効率化を図る。
（主な対象貨物 ： 鉄鋼、完成自動車、チタン鉱、原塩等）

耐震強化岸壁を整備し、逼迫する大規模地震に対応した地域の防災力強化を図る。

【位置図】

【整備目的】

【事業概要、進捗状況等】
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荷役機械

：整備済み
：整備中

【凡例】
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事業
主体

事業区分 施設名 数量

岸壁（-12m）
2B

（480m）
H1 ～ H21 96 億円

航路泊地（-12m） 962千m2 H5 ～ H29 73 億円

H1 ～ H29 169 億円 （98％）

道路（Ⅰ） 1,050m H8 ～ H23 8 億円

道路（Ⅱ） 860m H15 ～ H22 3 億円

ふ頭用地 72千m2 H4 ～ H24 13 億円

荷役機械 1基 H29 ～ H29 10 億円

H4 ～ H29 34 億円 （70％）

H1 ～ H29 203 億円 （93％）

※平成26年度末時点での進捗率

事業費
※（　）は進捗率
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再評価の視点

再評価の視点 現在の状況 備考

事業の必要性等に関する視点

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化
前回再評価時点(平成24年10月)
から大きな変化なし

企業ヒアリングに基づく便益
対象貨物量（平成26年値）は、
前回再評価（平成23年値）か
らほぼ横ばい

２）事業の整備効果
前回再評価時点(平成24年10月)
から大きな変化なし

費用対効果分析マニュアル等
に変更がなく、Ｂ／Ｃの算定
方法に変更がない

３）事業の投資効果
社会経済情勢等に大きな変化が
ないため算出を省略

前 回
全 体 Ｂ／Ｃ １．２
残事業 Ｂ／Ｃ １４．０

事業の進捗の見込みの視点 進捗率(事業費) 93％
平成26年度末まで投資額：

約189億円
（残事業費：約14億円）

コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
前回再評価時点(平成24年10月)
と変化なし
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事業の進捗の見込みの視点

岸壁(-12m)や道路等は整備済である。
航路泊地(-12m)は整備中であり、約95%（事業費ベース）まで整備が進んでいる。
残事業においても平成29年度完成に向け着実に推進し事業進捗を図る。

尼崎港区

航路泊地 (-12m)

岸壁（-12m）（耐震）
ふ頭用地

岸壁（-12m）

道路（Ⅰ）

西宮港区

道路（Ⅱ）

荷役機械

：整備済み
：整備中

【凡例】

3

事業
主体

事業区分 施設名 数量

岸壁（-12m）
2B

（480m）
H1 ～ H21 96 億円 0 億円

航路泊地（-12m） 962千m2 H5 ～ H29 73 億円 4 億円

H1 ～ H29 169 億円 4 億円 （98％）

道路（Ⅰ） 1,050m H8 ～ H23 8 億円 0 億円

道路（Ⅱ） 860m H15 ～ H22 3 億円 0 億円

ふ頭用地 72千m2 H4 ～ H24 13 億円 0 億円

荷役機械 1基 H29 ～ H29 10 億円 10 億円

H4 ～ H29 34 億円 10 億円 （70％）

H1 ～ H29 203 億円 14 億円 （93％）

※平成26年度末時点での進捗率

事業費
残事業費

※（　）は進捗率
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関係自治体の意見

■兵庫県知事 平成27年8月25日付 土第1341号
近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針(原案)の作成に係
る意見照会について(回答)

尼崎西宮芦屋港の尼崎地区は、機械・金属・化学等の製造業が立地し、阪神間の物流、
産業拠点として重要な役割を担っており、本事業はこれら拠点の強化に資するものであ
る。
一方、南海トラフ巨大地震等が逼迫する中、本事業により耐震強化岸壁が完成し、災

害時の緊急物資の海上輸送が可能となる拠点が確保され、地域の安全・安心が向上する
こととなった。
岸壁の機能を最大限発揮するとともに、岸壁背後にある港湾関連用地において、地域

経済を牽引する企業の円滑な立地を推進するためにも、残る航路・泊地の整備について
は、早期完成に向け取り組んでいただきたい。
なお、航路・泊地の浚渫については、尼崎沖フェニックスを処分先とし、コスト縮減

にも配慮した事業進捗をお願いしたい。
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対応方針（原案）

事 業 継 続

尼崎西宮芦屋港尼崎地区国際物流ターミナル整備事業は、事業の

必要性等に関する視点に変更はなく、事業の進捗の見込みの視点か

ら継続が妥当と判断できる。

引き続き事業を進捗し、早期の供用を目指すことが適切である。

あまがさきにしのみや あ しや あまがさき
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